
データ

電子染色を用いた
高分子材料の（S)TEM観察

概要

高分子材料は軽元素で構成しているため、(S)TEM 観察では明確なコントラスが得られにくい材料です。

そのような材料には染色を行うことでコントラストを増大させる方法がございます。

本件は、電子染色と呼ばれる方法で四酸化ルテニウム(RuO4)、四酸化オスミウム(OsO4)、

リンタングステン酸(H3[P(W3O10)4]×H2O(略称PTA)を用いて染色し観察した事例を紹介します。
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１）高密度ポリエチレン（RuO4染色）のTEM像 ラメラ構造が確認された
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無染色 染色後

２）ABS樹脂（OsO4染色）のTEM像 ブタジエンゴムが染色されている
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無染色 染色後

３）ナイロン66（PTA染色）のTEM像 ラメラ構造が確認された
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300nm

50nm


	スライド番号 1

